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受講者⽤ワークブック 

本書の⽬的 

中級レベルの教習パッケージ（WSTPi）は、まっすぐに座るには付加姿勢⽀持が必要な男⼥の⼦ど
もや⼤⼈へ、適正な⼿動⾞椅⼦およびクッションを供与するために職員およびボランティアが受け
る教習を⽀援するようデザインされている。 

この教習パッケージの主⽬的は、⾞椅⼦サービス提供に携わる職員の技能および知識の育成である。
この教習パッケージの実施は、以下の役に⽴つ： 

• ⾃分のニーズを満たす⾞椅⼦を⼿にする、⾞椅⼦ユーザーの数が増える。 
• 中級レベルの⾞椅⼦サービス提供教習を受けた職員の数が増える。 
• ⾞椅⼦サービス提供職員の能⼒が向上する。 
• 基礎レベルよりも⾼度な介⼊が必要な⼈びとに対する、⾞椅⼦サービス提供の質が向上する。 
• 正規のパラメディカル/リハビリテーションの教習プログラムへ、この教習パッケージが盛り込

まれる。 
• ⾞椅⼦サービス提供の、リハビリテーションサービスへのより⼤きな統合が達成される。 

この受講者⽤ワークブックの主⽬的は、⾞椅⼦サービス提供に携わる職員の技能および知識の育成
である。ワークブックには受講者の知識や技能をテストし、発展させるのに役⽴つ練習課題を載せ
ている。ワークブックに載せた資料は、講義、プレゼンテーションスライド、受講者⽤参考書から
採ったもので、受講者がこのワークブックを⾃分⽤に持っておき、後のち必要になったら参照でき
るようにしている。 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

A.1: 付加姿勢⽀持が有益な⾞椅⼦ユーザー 

1. キャッチボール 
• グループから⼀⼈を選び、この活動の３つのステップを通して、椅⼦に座ってもらいなさい。 
• あとの⼆⼈は助⼿を務めなさい。 
• 各ステップで、椅⼦に座った⼈と助⼿の間で５回、キャッチボールをしなさい。 

ステップ１：キャッチボールをする間、椅
⼦に座った⼈はまっすぐに座り、⾜をべっ
たり床に着ける。 

ボールを投げ、キャッチするのはどれくらい簡単
だろうか？ 
ステップ 2、3 と進むにつれ、より難しくなるだろ
うか？ 
なぜか？体位や姿勢を変えると、ボールのキャッ
チしやすさにどう影響するだろうか？ 

ステップ２：キャッチボールをする間、助
⼿の⼀⼈が椅⼦を、⽚側の脚 2 本を軸にし
て傾け、静⽌させて保つ。 

ステップ３：キャッチボールをする間、助
⼿の⼀⼈が脚から脚へと不規則に椅⼦を
揺らす。 

 

2. ⽔飲み 
• めいめい、下記のさまざまな体位や姿勢で⽔を飲みなさい。 
• 各回２、３⼝だけにして、気をつけてやって下さい！ 

• まっすぐに座る。 体位や姿勢を変えると、⽔の飲みやすさにどう影響
するだろうか？ 

• 頭を真後ろへ反り返らせ（⿐を上に向
け）て椅⼦に座る。 

• 「ずっこけた」姿勢で椅⼦に座る。 

• 評価ベッドに寝転ぶ。 
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受講者⽤ワークブック 

B.1: 事前評価の概略・事前評価インタビュー 

• グループで協⼒し、グループ番号に対して割り当てた以下の質問すべてに答えなさい。 

グループ１ 

下記の疾患/⾝体的問題は、⾞椅⼦供与にどう影響するだろうか？ 

例えば： 

• 疾患/⾝体的問題のどんな特徴が、⾞椅⼦供与に影響するだろうか？ 
• どんな⾞椅⼦の特⾊や教習が役⽴つだろうか？ 
• それぞれの場合、⾞椅⼦ユーザーについて何を知っておくことが重

要だろうか？ 

脳損傷 
 
 
 
 
 
 
 

 

ポリオ 
 
 
 
 
 
 
 

 

疲労 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

グループ２ 

下記の疾患/⾝体的問題は、⾞椅⼦供与にどう影響するだろうか？ 

例えば： 

• 疾患/⾝体的問題のどんな特徴が、⾞椅⼦供与に影響するだろうか？ 
• どんな⾞椅⼦の特⾊や教習が役⽴つだろうか？ 
• それぞれの場合、⾞椅⼦ユーザーについて何を知っておくことが重

要だろうか？ 

筋ジストロフィー 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

脊髄損傷 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

筋攣縮 
［きんれんしゅく］/ 
制御できない運動 
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受講者⽤ワークブック 

グループ３ 

下記の疾患/⾝体的問題は、⾞椅⼦供与にどう影響するだろうか？ 

例えば： 

• 疾患/⾝体的問題のどんな特徴が、⾞椅⼦供与に影響するだろうか？ 
• どんな⾞椅⼦の特⾊や教習が役⽴つだろうか？ 
• それぞれの場合、⾞椅⼦ユーザーについて何を知っておくことが重

要だろうか？ 

脳性⿇痺 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

脳⾎管障害 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⾷べる・飲む・ 
飲み込みの 
障害 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

グループ４ 

下記の疾患/⾝体的問題は、⾞椅⼦供与にどう影響するだろうか？ 

例えば： 

• 疾患/⾝体的問題のどんな特徴が、⾞椅⼦供与に影響するだろうか？ 
• どんな⾞椅⼦の特⾊や教習が役⽴つだろうか？ 
• それぞれの場合、⾞椅⼦ユーザーについて何を知っておくことが重

要だろうか？ 

⼆分脊椎 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

進⾏性疾患 
（例えば筋ジストロ
フィー、パーキンソ
ン病、多発性硬化症、
運 動 ニ ュ ー ロ ン 疾
患） 
 
 
 

 

股関節脱⾅ 
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受講者⽤ワークブック 

B.2: ⾝体的事前評価−⽀えなしの座位姿勢: 座位姿勢の基礎 

• 協⼒して、⾻盤姿勢が変わると、まっすぐに座った姿勢にどんな変化が起こるか⾒極めなさい。 
• グループの各⼈がモデルになって、下記の⾻盤姿勢を⼀つとりなさい。他の⼈は、モデルの⾝体

の他の部分に、どんな変化が起こるか観察しなさい。 
• 時間があれば、グループの各々でさまざまな⾻盤姿勢を試み、⾃分の⾝体に起こる変化を感じ取

りなさい。 

⾻盤姿勢 その⼈の姿勢の変化について、観察されたことを書き出すか、描くか
しなさい。その⼈の体幹・頭・⾸・脚をよく⾒なさい。 

前傾  

 

 

後傾  

 

 

側傾  

 

 

回旋  
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

B.2: ⾝体的事前評価−⽀えなしの座位姿勢: 姿勢を描く 

• それぞれの横に、⾃分で線画を描きなさい。 

 

 

横から⾒た姿勢の線画 

  
 

 

正⾯から⾒た姿勢の線画 

  

 

 

正⾯から⾒た姿勢の線画―⾻盤の回旋 
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受講者⽤ワークブック 

• 下の枠内に、図中の⼈物の姿勢を記録する線画を描きなさい。 

1.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽀えなしの座位姿勢 
⽀えなしの座位姿勢を、記述するか描きなさい。 

  

2.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽀えなしの座位姿勢 
⽀えなしの座位姿勢を、記述するか描きなさい。 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

• 下の枠内に、図中の⼈物の姿勢を記録する線画を描きなさい。 

3.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽀えなしの座位姿勢 
⽀えなしの座位姿勢を、記述するか描きなさい。 

  

4.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽀えなしの座位姿勢 
⽀えなしの座位姿勢を、記述するか描きなさい。 
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受講者⽤ワークブック 

B.3: ⾝体的事前評価−⾻盤と股関節の姿勢チェック: チェックの実施 

• グループ内で⾞椅⼦ユーザー役を務める各⼈に、⾻盤と股関節の姿勢チェックを実施しなさい。 
• 下の、中級⾞椅⼦事前評価フォームの「⾻盤と股関節の姿勢チェック」の箇所に、グループ内で

⾞椅⼦ユーザー役を務めた各⼈の結果を記録しなさい。 

⾞椅⼦ユーザー１： ⾻盤と股関節の姿勢チェック 
 ⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の屈

曲可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい□  いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          
左股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 

  
⾞椅⼦ユーザー２： ⾻盤と股関節の姿勢チェック 
 ⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の屈曲

可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい□  いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          
左股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 

  
⾞椅⼦ユーザー３： ⾻盤と股関節の姿勢チェック 
 ⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の屈曲

可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい□  いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          
左股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

B.3: ⾝体的事前評価−⾻盤と股関節の姿勢チェック: ⼀時的⽀持の演習 

• それぞれの⾞椅⼦ユーザーの例話を読みなさい。 
• それぞれの⾞椅⼦ユーザーについて、その⼈の⾻盤が⽔平になるかどうか、また股関節がニュー
トラルな座位姿勢まで曲がる（体幹〜⼤腿の⾓度が 90 度以下になる）かどうか、判断しなさい。 

• 中級⾞椅⼦事前評価フォームの「⾻盤と股関節の姿勢チェック」の箇所を完成し、その⾞椅⼦ユ
ーザーに⼀時的⽀持が必要かどうか判断し、各⾞椅⼦ユーザーへの⼀時的⽀持を設定しなさい。 

• それぞれの⼀時的⽀持部は必ず確認し、各⼀時的⽀持部に座ってどんな感じなのか確かめなさい。
注記：ASIS とは上前腸⾻棘のことです。 

サム ⾻盤と股関節の姿勢チェック 
サムは４歳。脳性⿇痺があり、⾃⼒で
はまっすぐに座れない。⾻盤と股関節
の姿勢チェックから判ったことは： 

• サムの⾻盤は⽔平にでき（左右の
ASIS が⽔平で）、 

• サムの左股関節は、楽にニュートラ
ルな座位姿勢まで屈曲する。サムの
右股関節は痛みがあるため、ニュー
トラルな座位姿勢までは屈曲しない
（体幹〜⼤腿の⾓度が 90 度超）。体
幹と右⼤腿の間の⾓度は約 105 度。 

⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の
屈曲可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい□  いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          
左股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 

サムには⼀時的⽀持部が必要か？ はい□   いいえ□ 

マーサ ⾻盤と股関節の姿勢チェック 

マーサは 57 歳。重い関節炎を患って
いる。何歩か歩けるが、歩くのがたい
へん苦痛である。⾻盤と股関節の姿勢
チェックから判ったことは： 

• マーサの⾻盤は⽔平にでき（左右の
ASIS が⽔平で）、 

• マーサは、両股関節がニュートラル
な座位姿勢まで屈曲しない（体幹〜
⼤腿の⾓度が 90 度超）。体幹と⼤腿
の間の⾓度は、両股関節ともに約
100 度。 

⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の
屈曲可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい□  いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          
左股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 

 

マーサには⼀時的⽀持部が必要か？ はい□   いいえ□ 
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セレン ⾻盤と股関節の姿勢チェック 
セレンは16歳。⼦どもの頃ポリオを患い、
両脚に重度の拘縮がある。セレンはあぐ
らをかいて床を膝⾏する。⾻盤と股関節
の姿勢チェックから判ったことは： 

• セレンの⾻盤は⽔平にならず、右側が
左側より 20 mm ⾼い。 

• セレンの両股関節は、ニュートラルな
座位姿勢まで屈曲する。 

⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の
屈曲可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい□  いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          
左股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 

セレンには⼀時的⽀持部が必要か？ はい□   いいえ□ 

ジョー ⾻盤と股関節の姿勢チェック 

ジョーは25歳。⼦どもの頃ポリオを患い、
両脚に重度の拘縮がある。⾻盤と股関節
の姿勢チェックから判ったことは： 

• ジョーの⾻盤は⽔平にでき（左右の
ASIS が⽔平で）、 

• ジョーの右股関節は、楽にニュートラ
ルな座位姿勢まで屈曲する。しかし左
股関節は、ニュートラルな座位姿勢ま
では伸展しない（体幹〜⼤腿の⾓度が
90 度未満）。体幹と⼤腿の間の⾓度は
70 度。 

⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の
屈曲可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい□  いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          
左股関節 はい□  いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 

ジョーには⼀時的⽀持部が必要か？ はい□   いいえ□ 
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B.5: ⾝体的事前評価−⾝体計測 

マダヴィは 13 歳、脳性⿇痺を抱えています。⽀えなしでまっすぐに座れますが、たいへんく
たびれるため⻑時間は座れません。軽度の⾻盤後傾のままで固まっており、いまの⾞椅⼦では
前滑りします。彼⼥はテーブルを欲しがっていて、テーブルなり天板を前に置くことで読書や
書き物、⾷事がもっと楽にできればと望んでいます。以下は、⾞椅⼦サービス職員が⾏なった
ハンド・シミュレーションによる⾝体的事前評価の結果です。 

• 下の、完成したハンド・シミュレーションの結果を読みなさい。 

ハンド・シミュレーション：ニュートラルな姿勢で・快適な限りでニュートラルな
姿勢にできるだけ近づけて座るために、必要な⽀え 

各⾝体部位が、⼿の⽀えでニュートラルな座位姿勢になれば「はい」、ならなければ「いいえ」に印。 

部位 はい いいえ ⼿の⽀えで、⾞椅⼦ユーザーがとれた最終的な座位姿勢を記述するか
線画で描き、なおかつ、その座位姿勢がとれるように設けた⽀えを記
述するか線画で描く。 ⾻盤 □ □ 

体幹 □ □ 最終的な姿勢：⾻盤後傾；体幹下部は両側からの⽀えがあれば、わず
かに（横から⾒て）曲がっているが（前から⾒て）対称；頭はわずか
に前⽅；脚に内側へ閉じる傾向があり、軽く⽀えれば⼤腿はニュート
ラルになる。 

必要な⽀え： 
• 座⾻前⽅の⽀え 
• ⾻盤後部の⽀え：ニュートラルにはしないがさらに倒れるのを防ぐ 
• 背中から肩までの⽀え 
• 体幹側⽅の⽀え：体幹を中央に保つ 
• ⾻盤/股関節側⽅の⽀え：⾻盤を中央に保つ 
• ⼤腿が閉じるのを防ぐ、⼤腿間の⽀え：⼤腿内側ウェッジ 
• テーブル 

頭 □ □ 

左股関節 □ □ 

右股関節 □ □ 

⼤腿 □ □ 

左膝 □ □ 

右膝 □ □ 

左⾜⾸ □ □ 

右⾜⾸ □ □ 

• マダヴィへ⾞椅⼦を選べるためには、どの⾝体計測が必要か判断しなさい。 
• それらの計測をグループの最低 1 ⼈に⾏ない、中級⾞椅⼦事前評価フォーム「⾝体計測」の箇所

（次ページ）へ記⼊しなさい。 
• どうやったら座底⻑を適切に測れるでし
ょうか（マダヴィは軽度の⾻盤後傾のまま
固まっていることに留意しなさい）？ 

• マダヴィ⽤のテーブルの⾼さとサイズ/形
状を表わすには、どの⼨法を測りますか？ 
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⾝体計測 

⾝体⼨法（mm） ⾞椅⼦各部の⼨法（mm） 
座幅・座⾯奥⾏き・⾜台〜座⾯⾼ 

A 座位臀幅  ＝座幅、または 1  

＝⾻盤側⽅パッドの間隔 2  

B 座底⻑（⾻盤背
⾯〜膝裏） 

右  B 引く 30〜50 mm＝座⾯奥⾏き（左右
で異なる場合は、短い⽅を採る） 

3  

左   

C 座位下腿⻑ 右  ＝⾜台〜座⾯上端の間隔、 
または 

＝⾜こぎの場合、床⾯〜座⾯上端の間隔 

4  

左  5  

背もたれ⾼ 
D 座⾯＊〜胸郭下端  ＝座⾯上端〜背もたれ上端（⾞椅⼦ユー

ザーのニーズにより D、E、F のどれか） 
6  

E 座⾯＊〜肩甲⾻下端  
F 座⾯＊〜肩上端  
改造および/または姿勢⽀持具 

G 体幹幅  ＝体幹側⽅パッド/ウェッジの間隔 7  
H 座 ⾯＊〜腋下

（わきの下） 
右  H 引く 30 mm＝座⾯上端〜体幹側⽅パ

ッド/ウェッジの間隔の最⼤値（ハンド・
シミュレーションに従い修正） 

8  

左   

I 座 ⾯＊〜⾻ 盤 上端
（上後腸⾻棘、PSIS） 

 ＝座⾯上端〜⾻盤後⽅パッド中央⾼さの
間隔 

9  

J 膝間距離  ＝膝分離パッドの幅 10  
K 座⾯＊〜頭蓋⾻底部  ＝座⾯上端〜ヘッドレスト中央の間隔 11  
L ⾻盤背⾯〜座⾻  L ⾜す 20〜40 mm＝背もたれの⽀持部

〜座⾻前⽅（アンカー）サポートの距離 
12  

そ
の
他 

     

     

＊⾝体計測における「座⾯」とは、座⾻が据わる表⾯である。 
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maximum distance between the top of the cushion and the top of trunk side 
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The examples above demonstrate that the body measurement does not always 
equal the wheelchair component measurement and some calculations are needed. 
In some cases there is a formula to help work out the wheelchair component 
measurement.

Adjustments are often needed at the !tting. However accurate body 
measurements can help to prepare the wheelchair well ahead of the !rst !tting.

The illustrations on the intermediate wheelchair assessment form help to guide 
wheelchair service personnel as they take the body measurements and relate them 
to the location and size of PSDs.
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B.6: ⾞椅⼦およびクッションの選択 

• 地元で⼿に⼊る⾞椅⼦を、⼀つ⼀つ注意深く観察しなさい。 
• グループで下の問いに答えなさい。 
• 分からなかったら、訓練員に聞いて確認しなさい。 

1. ⽣活様式および環境 
問い： 答え： 
どの⾞椅⼦（複数可）が、荒れた/凸凹な地⾯を
⾏くのに最適ですか？ 
理由は？ 

 

どの⾞椅⼦（複数可）が、⽴ち上がっての移乗
をいちばん楽にできますか？ 
理由は？ 

 

どの⾞椅⼦（複数可）が、横⽅向の移乗をいち
ばん楽にできますか？ 
理由は？ 

 

それぞれの⾞椅⼦は、運搬のためにどうやって折
りたたみ、また分解しますか？よくある⽅法は以
下のものです： 
• 折りたたみなし 
• クロス型折りたたみ式 
• 背もたれを倒して折りたたむ 
• クイックリリース⾞輪 

 

あなたのグループでは、どの⾞椅⼦（複数可）が
公共交通機関での運搬がいちばん楽だと考えま
すか？ 
理由は？ 

 

どの⾞椅⼦（あれば）が空気⼊りタイヤを備えて
いますか？ 

 

どの⾞椅⼦（あれば）がエアレスチューブを備え
ていますか？ 

 

どの⾞椅⼦（あれば）がノーパンクタイヤを備え
ていますか？ 
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2. 除圧 
問い： 答え： 
教室にはどんな種類のクッションがあります
か？ 

 

それらのうち、どれを除圧クッションに分類しま
すか？ 
理由は？ 

 

除圧クッション（あれば）について、どれが次の
ような改造が⽐較的易しいと思いますか： 
• 除圧効果を⾼める。 
• 付加姿勢⽀持を備える。 

 

教室にあるクッションカバーには、どんな特⾊が
ありますか？ 

考察すること：耐⽔性、耐久性、伸縮性、⽣地の
厚み 

 

 

3. ⾞椅⼦のこぎ⽅ 
問い： 答え： 
⾞椅⼦へまっすぐに座りなさい。駆動輪は⾃⼒で
こぐのによい位置にありますか？確認しなさい： 
• 腕を⾃然に下へ垂らしなさい。⼿が⾞軸の上に

かかりますか？ 
• ハンドリムの頂部を、肩の真下で握りなさい。
ひじの⾓度は 90〜120度ですか？ 

• 駆動輪位置は調節可能ですか？もし調節済み
なら、こぐ姿勢は改善していますか？ 

 

 

教室にある⾞椅⼦で、⾜台⾼を調節できるものが
ありますか？ 

それはどんな場合に役⽴ちますか？ 
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4. 姿勢⽀持の特⾊ 
問い： 答え： 
どの⾞椅⼦（あれば）、挙上式レッグレストを備
えていますか？ 

 

どの⾞椅⼦（あれば）が、ソリッド座⾯を備えて
いますか？ 

 

どの⾞椅⼦（あれば）が、張り調整背もたれを備
えていますか？ 

 

 

どの⾞椅⼦（あれば）が、付加姿勢⽀持を備える
ように設計した追加部材を備えていますか？ 

（その部材についての説明や列記の必要はなく、
付加姿勢⽀持を備えた⾞椅⼦を⾒出せればよい） 

 

 

5. 調節可能性 
問い： 答え： 
どの⾞椅⼦（あれば）で、次の調節が可能ですか？ 

• ⾜台〜座⾯⾼  

• ⾜台⾓度  

• ⾜台の前後移動  

• 背もたれ⾼の上下  

• 背もたれの傾き  

• ティルトインスペース［座⾯＆背もたれティル
ト］ 
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中級⾞椅⼦概要フォーム 

• 教習プログラムで使う⾞椅⼦ごとに、このフォームを完成しなさい（もっと部数が必要な場合は、
訓練員に請求しなさい）。 

⾞椅⼦の名称：  

製造者/供給者：  

⼿に⼊るサイズ：  全体重量  

 

詳細： 

フレーム 固定/リジッド □ 折りたたみ □ フレーム⻑：  

背もたれ スリング/布 □ ソリッド □ 張り調整 □ 

座⾯ スリング/布 □ ソリッド □ 張り調整 □ 

クッション クッションなし □ 平⾯ウレタン □ 成形ウレタン □ 

液体 □ その他 □   

⾜台 固定式 □ 着脱式 □ その他  

キャスター輪 空気⼊り □ 直径：   

ソリッド □ 幅：  

駆動輪 空気⼊り □ 直径：  ハンドリム □ 

ソリッド □ 幅：  位置調節⾞軸 □ 

エアレスチューブ □   着脱式 □ 

ブレーキ 短いレバー □ ⻑いレバー □ その他： 

ひじ掛け 曲線形状 □ 直線形状 □ その他： 

固定式 □ 着脱式 □ その他： 

⼿押しハンドル ⼿押しハンドル □   

姿勢⽀持具 ⾻盤ベルト □ 下腿ベルト □ 肩ハーネス □ 

⾜ベルト □ 転倒防⽌装置 □ 体幹側⽅パッド □ 

テーブル □ ヘッドレスト □ ⾻盤側⽅パッド □ 

その他：  
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⼨法、調節可能性、調節範囲 

 ⼨法 
（複数サイズの⾞椅⼦が⼿に⼊

る場合は、サイズをすべて列挙） 

調節可能か？ 調節範囲 
（この⾞椅⼦につい

て調節できる範囲） はい いいえ 

座幅  □ □  

座⾯奥⾏き  □ □  

座⾯⾼  □ □  

背もたれ⾼  □ □  

背もたれの傾き  □ □  

⾜台〜座⾯⾼  □ □  

⾜台⾓度  □ □  

⼿押しハンドル⾼さ  □ □  

全⻑  □ □  

ホイールベース⻑  □ □  

座⾯〜背もたれ⾓度  □ □  

ティルトインスペース  □ □  
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中級⾞椅⼦概要フォーム 

• 教習プログラムで使う⾞椅⼦ごとに、このフォームを完成しなさい（もっと部数が必要な場合は、
訓練員に請求しなさい）。 

⾞椅⼦の名称：  

製造者/供給者：  

⼿に⼊るサイズ：  全体重量  

 

詳細： 

フレーム 固定/リジッド □ 折りたたみ □ フレーム⻑：  

背もたれ スリング/布 □ ソリッド □ 張り調整 □ 

座⾯ スリング/布 □ ソリッド □ 張り調整 □ 

クッション クッションなし □ 平⾯ウレタン □ 成形ウレタン □ 

液体 □ その他 □   

⾜台 固定式 □ 着脱式 □ その他  

キャスター輪 空気⼊り □ 直径：   

ソリッド □ 幅：  

駆動輪 空気⼊り □ 直径：  ハンドリム □ 

ソリッド □ 幅：  位置調節⾞軸 □ 

エアレスチューブ □   着脱式 □ 

ブレーキ 短いレバー □ ⻑いレバー □ その他： 

ひじ掛け 曲線形状 □ 直線形状 □ その他： 

固定式 □ 着脱式 □ その他： 

⼿押しハンドル ⼿押しハンドル □   

姿勢⽀持具 ⾻盤ベルト □ 下腿ベルト □ 肩ハーネス □ 

⾜ベルト □ 転倒防⽌装置 □ 体幹側⽅パッド □ 

テーブル □ ヘッドレスト □ ⾻盤側⽅パッド □ 

その他：  
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⼨法、調節可能性、調節範囲 

 ⼨法 
（複数サイズの⾞椅⼦が⼿に⼊

る場合は、サイズをすべて列挙） 

調節可能か？ 調節範囲 
（この⾞椅⼦につい

て調節できる範囲） はい いいえ 

座幅  □ □  

座⾯奥⾏き  □ □  

座⾯⾼  □ □  

背もたれ⾼  □ □  

背もたれの傾き  □ □  

⾜台〜座⾯⾼  □ □  

⾜台⾓度  □ □  

⼿押しハンドル⾼さ  □ □  

全⻑  □ □  

ホイールベース⻑  □ □  

座⾯〜背もたれ⾓度  □ □  

ティルトインスペース  □ □  
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中級⾞椅⼦概要フォーム 

• 教習プログラムで使う⾞椅⼦ごとに、このフォームを完成しなさい（もっと部数が必要な場合は、
訓練員に請求しなさい）。 

⾞椅⼦の名称：  

製造者/供給者：  

⼿に⼊るサイズ：  全体重量  

 

詳細： 

フレーム 固定/リジッド □ 折りたたみ □ フレーム⻑：  

背もたれ スリング/布 □ ソリッド □ 張り調整 □ 

座⾯ スリング/布 □ ソリッド □ 張り調整 □ 

クッション クッションなし □ 平⾯ウレタン □ 成形ウレタン □ 

液体 □ その他 □   

⾜台 固定式 □ 着脱式 □ その他  

キャスター輪 空気⼊り □ 直径：   

ソリッド □ 幅：  

駆動輪 空気⼊り □ 直径：  ハンドリム □ 

ソリッド □ 幅：  位置調節⾞軸 □ 

エアレスチューブ □   着脱式 □ 

ブレーキ 短いレバー □ ⻑いレバー □ その他： 

ひじ掛け 曲線形状 □ 直線形状 □ その他： 

固定式 □ 着脱式 □ その他： 

⼿押しハンドル ⼿押しハンドル □   

姿勢⽀持具 ⾻盤ベルト □ 下腿ベルト □ 肩ハーネス □ 

⾜ベルト □ 転倒防⽌装置 □ 体幹側⽅パッド □ 

テーブル □ ヘッドレスト □ ⾻盤側⽅パッド □ 

その他：  
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

⼨法、調節可能性、調節範囲 

 ⼨法 
（複数サイズの⾞椅⼦が⼿に⼊

る場合は、サイズをすべて列挙） 

調節可能か？ 調節範囲 
（この⾞椅⼦につい

て調節できる範囲） はい いいえ 

座幅  □ □  

座⾯奥⾏き  □ □  

座⾯⾼  □ □  

背もたれ⾼  □ □  

背もたれの傾き  □ □  

⾜台〜座⾯⾼  □ □  

⾜台⾓度  □ □  

⼿押しハンドル⾼さ  □ □  

全⻑  □ □  

ホイールベース⻑  □ □  

座⾯〜背もたれ⾓度  □ □  

ティルトインスペース  □ □  
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受講者⽤ワークブック 

B.8: 姿勢⽀持具の処⽅（選択）−⾻盤を安定させる 

中級⾞椅⼦概要フォーム 

• ⾞椅⼦ユーザーについて読み、中級⾞椅⼦事前評価フォームの「⾝体計測」の結果を⽤いて、下
のスケッチに適切な⼨法を記⼊しなさい。 

マリアンは 18歳の⼥性です。あなたの⾞椅⼦サービス事業所で事前評価を受けました。彼⼥と
⾞椅⼦サービス職員は、彼⼥の⾻盤を安定させるには以下の姿勢⽀持具が必要と判断しました： 

• 座⾻前⽅（アンカー）サポート 
• ⾻盤後⽅パッド 
• ⾻盤ベルト 

マリアンの⾝体⼨法は下表の通りです。 

 
⾝体計測 

⾝体⼨法（mm） ⾞椅⼦各部の⼨法（mm） 
座幅・座⾯奥⾏き・⾜台〜座⾯⾼ 
A 座位臀幅 400 ＝座幅、または 1  

＝⾻盤側⽅パッドの間隔 2  

B 座底⻑ 
（⾻盤背⾯〜膝裏） 

右 420 B 引く 30〜50 mm＝座⾯奥⾏き（左右で異
なる場合は、短い⽅を採る） 

3 380 

左 420 380 
C 座位下腿⻑ 右 420 ＝⾜台〜座⾯上端の間隔、 

または 
＝⾜こぎの場合、床⾯〜座⾯上端の間隔 

4  

左 420 5  

背もたれ⾼ 
D 座⾯＊〜胸郭下端  ＝座⾯上端〜背もたれ上端（⾞椅⼦ユーザー

のニーズによって D、E、F のどれか） 
6  

E 座⾯＊〜肩甲⾻下端 500  

F 座⾯＊〜肩上端   
改造および/または姿勢⽀持具 
G 体幹幅 370 ＝体幹側⽅パッド/ウェッジの間隔 7  
H 座⾯＊〜腋下 

（わきの下） 
右 480 H 引く 30 mm＝座⾯上端〜体幹側⽅パッド

/ウェッジの間隔の最⼤値（ハンド・シミュレ
ーションに従い修正） 

8 450 

左 480 450 

I 座⾯＊〜⾻盤上端 
（上後腸⾻棘、PSIS） 

160 ＝座⾯上端〜⾻盤後⽅パッド中央⾼さの間隔 9  
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

⾝体⼨法（mm） ⾞椅⼦各部の⼨法（mm） 

J 膝間距離  ＝膝分離パッドの幅 10  
K 座⾯＊〜頭蓋⾻底部  ＝座⾯上端〜ヘッドレスト中央の間隔 11  
L ⾻盤背⾯〜座⾻ 150 L ⾜す 20〜40 mm＝背もたれの⽀持部〜座

⾻前⽅（アンカー）サポートの距離 
12 180 

そ
の
他 

     

     

＊⾝体計測における「座⾯」とは、座⾻が据わる表⾯のこと。 

 
• 座⾻前⽅（アンカー）サポー

トおよび⾻盤後⽅パッドの
マリアン⽤の⼨法を、右欄の
スケッチに追加しなさい。 
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受講者⽤ワークブック 

B.9: 姿勢⽀持具の処⽅（選択）−股関節を⽀える 

シエンナの右股関節は、ニュートラルな座位姿勢までは曲
がらないため、体幹〜⼤腿の⾓度が 90度超になります。 

事前評価では、彼⼥は⼀時的⽀持部（ウレタンフォームを、
左右の座⾻および左⼤腿の下に積み増す）を使って、より
まっすぐに座れました。 

彼⼥に処⽅したクッションは座⾻前⽅（アンカー）サポー
トを備え、右股関節に形が合うよう右側の座⾯前⽅を下げ
たものです。  

• シエンナの姿勢⽀持具を、下の中級⾞椅⼦処⽅フォームの「必要な姿勢⽀持具・改造」の箇所に
詳述しなさい。投影図を⽤い、⼨法を⼊れる必要があるところには印を付けなさい。 

姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

座
⾯/

ク
$
シ
&
ン 

ソリッド座⾯ □ 

 
 

座⾻前⽅（アンカー）サポート 
（＝3 引く 12 ） 

□ 

座⾯前⽅を下げる 左□ 右□ 

座⾯前⽅のかさ上げ □ 

⾻盤前傾⽤ウェッジ（くさび） □ 

⾻盤下の積み増し 左□ 右□ 

⾻盤側⽅パッド（= 2 ） 左□ 右□ 

⼤腿外側パッド 左□ 右□ 

⼤腿内側ウェッジ（= 10 ） □ 

膝分離パッド（= 10 ） □ 

その他 □ 

その他 □ 
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ロバートの股関節は、ニュートラルな座位姿勢までは曲がら
ないため、体幹〜⼤腿の⾓度は 90度超です。 

事前評価では、かれは⼀時的⽀持部（ウレタンフォーム製で、
左右の座⾻の下をかさ上げする）を使って、よりまっすぐに座
れるようになりました。 

かれに処⽅した⾞椅⼦は座⾯〜背もたれの⾓度を広げ、制約
のある股関節に形が合うようにしたものです。  

• ロバートの姿勢⽀持具を、下の中級⾞椅⼦処⽅フォームの「必要な姿勢⽀持具・改造」の箇所に
詳述しなさい。投影図を⽤い、⼨法を⼊れる必要があるところには印を付けなさい。 

姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

座
⾯
＆ 

背
も
た
れ 

座⾯〜背もたれ⾓度を開ける □ 

 

 

 

 

 

座⾯＆背もたれティルト 
（ティルトインスペース） 

□ 

背
も
た
れ 

ソリッド背もたれ □ 

⾻盤後⽅パッド（= 9） □ 

背もたれの形状調整 □ 

張り調整背もたれ □ 

背もたれのリクライニング □ 

体幹側⽅パッド（= 7 ） 左□ 右□ 

体幹側⽅ウェッジ（= 7 ） 左□ 右□ 

その他 □ 

テ
.
ブ
ル/  
 

 

ひ
じ
掛
け 

テーブル □ 

ひじ掛けを改造 左□ 右□ 

その他 □ 

頭
の
⽀
え 

平⾯ヘッドレスト（= 11 ） □ 

成形ヘッドレスト（= 11 ） □ 

その他： □ 
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姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

下
腿
・ 

⾜
の
⽀
え 

⾜台の積み増し 左□ 右□  

⾜台ウェッジ（くさび） 左□ 右□ 

下腿サポート 左□ 右□ 

その他： □ 

ベ
ル
ト 

⾻盤ベルト □ 

下腿ベルト □ 

⾜ベルト 左□ 右□ 

肩ハーネス □ 

その他： □ 
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B.10: 姿勢⽀持具の処⽅（選択）−体幹を⽀える 

 

1. マークは 16歳、⾼い位置に脊髄損傷を負っています。背もたれと座⾯がスリングの⾞椅⼦を
持っています。その⾞椅⼦のサイズは適切で、柔らかくて平たいウレタンフォームクッションが
付いています。 

マークは、まっすぐに座るのが困難です。かれの背中は丸まったままで、⾞椅⼦に座ると前へ滑
りがちです。かれの座⾻下および肩甲⾻周りの⽪膚には、⾚斑があります。 

• マークへの事前評価（下掲）の結果を読みなさい。 
• どの姿勢⽀持具を⽤いれば、マークは⾞椅⼦へまっすぐに座れるでしょうか？受講者⽤参考書の、

姿勢⽀持具⼀覧表および姿勢⽀持具参照表を参考にしなさい。 
• どうやったら、現在ある⾞椅⼦を⽤いながら、マークへそれらの⽀持具を供与するか、つくれる

でしょうか？⾞椅⼦の座⾯、クッション、背もたれへ付加できる変化を考えなさい。 
• 働きかける流れに留意しなさい：⾻盤＋股関節➡体幹 
• 与えられた⾞椅⼦および材料を⽤い、グループの他のメンバーへマークが必要とする⽀えをどう

やって設けるか⽰しなさい。 
 

⽀えなしの座位姿勢 ⾻盤と股関節の姿勢チェック 

 

⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の
屈曲可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい✔ いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい✔ いいえ□ ⾓度          
左股関節 はい✔ いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 
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受講者⽤ワークブック 

ハンド・シミュレーション：ニュートラルな姿勢で/快適な限りでニュートラルな姿
勢にできるだけ近づけて座るために、必要な⽀え 

各⾝体部位が、⼿の⽀えでニュートラルな座位姿勢になれば「はい」、ならなければ「いいえ」に印。 

部位 はい いいえ ⼿の⽀えで、⾞椅⼦ユーザーがとれた最終的な座位姿勢を記述するか
線画で描き、なおかつ、その座位姿勢がとれるように設けた⽀えを記
述するか線画で描く。 ⾻盤 ✔ □ 

体幹 ✔ □ 

 

頭 ✔ □ 

左股関節 ✔ □ 

右股関節 ✔ □ 

⼤腿 ✔ □ 

左膝 ✔ □ 

右膝 ✔ □ 

左⾜⾸ ✔ □ 

右⾜⾸ ✔ □ 
  

まっすぐに座るために、マーク
に必要なこと： 

• ⾻盤後⾯の強い（両⼿で⾻盤
背⾯を前⽅へ押した）⽀え。 

• 肩甲⾻背⾯の軽い⽀え。 
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中級⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム 

1. ⾞椅⼦ユーザーに関する情報 
⾞椅⼦ユーザー名：  番号：  
事前評価⽇：  フィッティング⽇：  
事前評価担当者名：  

2. ⾞椅⼦の種類、サイズ、セットアップ 
⾞椅⼦の種類（⼿に⼊る⾞椅⼦を下に列記） ⾞椅⼦の⼨法（mm） 
 □ 座幅  
 □ 座⾯奥⾏き  
 □ 背もたれ⾼  
 □ ⾜台〜座⾯⾼  
⾞椅⼦のセットアップ  
駆動輪位置  その他： 
ティルト  

3. クッションの種類・サイズ 
クッションの種類  サイズ 
例：除圧クッション □  
 □  

4. 必要な姿勢⽀持具・改造 
姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

座
⾯/

ク
$
シ
&
ン 

ソリッド座⾯ □ 

 
 

座⾻前⽅（アンカー）サポート 
（＝3 引く 12 ） 

□ 

座⾯前⽅を下げる 左□ 右□ 
座⾯前⽅のかさ上げ □ 
⾻盤前傾⽤ウェッジ（くさび） □ 
⾻盤下の積み増し 左□ 右□ 
⾻盤側⽅パッド（= 2 ） 左□ 右□ 
⼤腿外側パッド 左□ 右□ 
⼤腿内側ウェッジ（= 10 ） □ 
膝分離パッド（= 10 ） □ 
その他 □ 
その他 □ 
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姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

座
⾯
＆ 

背
も
た
れ 

座⾯〜背もたれ⾓度を開ける □ 

 

座⾯＆背もたれティルト 
（ティルトインスペース） 

□ 

背
も
た
れ 

ソリッド背もたれ □ 
⾻盤後⽅パッド（= 9 ） □ 
背もたれの形状調整 □ 
張り調整背もたれ □ 
背もたれのリクライニング □ 
体幹側⽅パッド（= 7 ） 左□ 右□ 
体幹側⽅ウェッジ（= 7 ） 左□ 右□ 
その他 □ 

テ
.
ブ
ル/  
 

 

ひ
じ
掛
け 

テーブル □ 
ひじ掛けを改造 左□ 右□ 
その他 □ 

頭
の
⽀
え 

平⾯ヘッドレスト（= 11 ） □ 
成形ヘッドレスト（= 11 ） □ 
その他： □ 

下
腿
・ 

⾜
の
⽀
え 

⾜台の積み増し 左□ 右□ 

⾜台ウェッジ 左□ 右□ 

下腿サポート 左□ 右□ 

その他： □ 

ベ
ル
ト 

⾻盤ベルト □ 
下腿ベルト □ 
⾜ベルト 左□ 右□ 

肩ハーネス □ 
その他： □ 

5. 合意署名 

⾞椅⼦ユーザー：  事前評価者：  

⾞椅⼦サービス 

事業管理者： 
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2. ジョセフィンは 35歳、脊髄損傷を負っています。農村に住んでおり、地元の教会の活動的メ
ンバーです。前に与えられたのはホイールベースが⻑い⾞椅⼦で、家族が村のがたがた道を楽に
押して⾏けるので、気に⼊っています。屋内の平坦なところでは、⾃分でも少しこげます。⾞椅
⼦のサイズはちょうどよく、ソリッド背もたれと座⾯を備えています。彼⼥は分厚くて平たいウ
レタンフォームクッションを持っています。 

ジョセフィンには、その⾞椅⼦に座るのは快適ではなく、⾃⼒でこぐのはもっと苦痛です。座っ
ている時は⾻盤が後ろへ倒れ（⾻盤後傾）、体幹姿勢が前に弯曲（円背）しています。 

• ジョセフィンへの事前評価の結果（下掲）を読みなさい。 
• どの姿勢⽀持具を備えると、ジョセフィンが⾞椅⼦へまっすぐに座れるでしょうか？ 
• 受講者⽤参考書の、姿勢⽀持具⼀覧表および姿勢⽀持具参照表を参考にしなさい。 
• どうやったら、現在持っている⾞椅⼦を⽤いながら、ジョセフィンへそれらの⽀持具を供与する
かつくれるでしょうか？⾞椅⼦の座⾯、クッション、背もたれへ加えられる変化を考えなさい。 

• 働きかける流れに留意しなさい：⾻盤＋股関節➡体幹 
• 与えられた⾞椅⼦および材料を⽤い、グループの他のメンバーへジョセフィンが必要とする⽀え

をどうやって設けるか⽰しなさい。 
 

⽀えなしの座位姿勢 ⾻盤と股関節の姿勢チェック 

 

⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の
屈曲可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい✔ いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□いいえ✔  ⾓度：100度 
左股関節 はい✔ いいえ□ ⾓度          

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 
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受講者⽤ワークブック 

ハンド・シミュレーション：ニュートラルな姿勢で/快適な限りでニュートラルな姿
勢にできるだけ近づけて座るために、必要な⽀え 

各⾝体部位が、⼿の⽀えでニュートラルな座位姿勢になれば「はい」、ならなければ「いいえ」に印。 

部位 はい いいえ ⼿の⽀えで、⾞椅⼦ユーザーがとれた最終的な座位姿勢を記述するか
線画で描き、なおかつ、その座位姿勢がとれるように設けた⽀えを記
述するか線画で描く。 ⾻盤 □ ✔ 

体幹 □ ✔  

 
 
 

頭 □ ✔ 

左股関節 ✔ □ 

右股関節 □ ✔ 

⼤腿 ✔ □ 

左膝 ✔ □ 

右膝 ✔ □ 

左⾜⾸ ✔ □ 

右⾜⾸ ✔ □ 

  

ジョセフィンはまっすぐに座れな
かった。彼⼥の最終的な姿勢では： 
• 体幹は前に弯曲（円背）し、 
• ⾻盤が後傾する。 

彼⼥の姿勢は以下の⽀えによって
改善する： 
• 左右の座⾻および左⼤腿の下へ

の⼀時的⽀持。 

• ⾻盤後⽅への両⼿の⽀え、およ
び体幹下部と上部全体への密着
した⽀え。 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

中級⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム 

1. ⾞椅⼦ユーザーに関する情報 
⾞椅⼦ユーザー名：  番号：  
事前評価⽇：  フィッティング⽇：  
事前評価担当者名：  

2. ⾞椅⼦の種類、サイズ、セットアップ 
⾞椅⼦の種類（⼿に⼊る⾞椅⼦を下に列記） ⾞椅⼦の⼨法（mm） 
 □ 座幅  
 □ 座⾯奥⾏き  
 □ 背もたれ⾼  
 □ ⾜台〜座⾯⾼  
⾞椅⼦のセットアップ  
駆動輪位置  その他： 
ティルト  

3. クッションの種類・サイズ 
クッションの種類  サイズ 
例：除圧クッション □  
 □  

4. 必要な姿勢⽀持具・改造 
姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

座
⾯/

ク
$
シ
&
ン 

ソリッド座⾯ □ 

 
 

座⾻前⽅（アンカー）サポート 
（＝3 引く 12 ） 

□ 

座⾯前⽅を下げる 左□ 右□ 
座⾯前⽅のかさ上げ □ 
⾻盤前傾⽤ウェッジ（くさび） □ 
⾻盤下の積み増し 左□ 右□ 
⾻盤側⽅パッド（= 2 ） 左□ 右□ 
⼤腿外側パッド 左□ 右□ 
⼤腿内側ウェッジ（= 10 ） □ 
膝分離パッド（= 10 ） □ 
その他 □ 
その他 □ 
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受講者⽤ワークブック 

姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

座
⾯
＆ 

背
も
た
れ 

座⾯〜背もたれ⾓度を開ける □ 

 

座⾯＆背もたれティルト 
（ティルトインスペース） 

□ 

背
も
た
れ 

ソリッド背もたれ □ 
⾻盤後⽅パッド（= 9 ） □ 
背もたれの形状調整 □ 
張り調整背もたれ □ 
背もたれのリクライニング □ 
体幹側⽅パッド（= 7 ） 左□ 右□ 
体幹側⽅ウェッジ（= 7 ） 左□ 右□ 
その他 □ 

テ
.
ブ
ル/  
 

 

ひ
じ
掛
け 

テーブル □ 
ひじ掛けを改造 左□ 右□ 
その他 □ 

頭
の
⽀
え 

平⾯ヘッドレスト（= 11 ） □ 
成形ヘッドレスト（= 11 ） □ 
その他： □ 

下
腿
・ 

⾜
の
⽀
え 

⾜台の積み増し 左□ 右□ 

⾜台ウェッジ 左□ 右□ 

下腿サポート 左□ 右□ 

その他： □ 

ベ
ル
ト 

⾻盤ベルト □ 
下腿ベルト □ 
⾜ベルト 左□ 右□ 

肩ハーネス □ 
その他： □ 

5. 合意署名 

⾞椅⼦ユーザー：  事前評価者：  

⾞椅⼦サービス 

事業管理者： 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

3. シアンは 3 歳、脳性⿇痺を抱えています。⼿持ちの⼦どもサイズのクロス型折りたたみ式⾞
椅⼦は開き式⾜台を備え、座⾯と背もたれがスリングです。テーブルもクッションも付いていま
せん。⾞椅⼦の座⾯奥⾏きは合っていますが、少し幅広です。両親は⾞を持っておらず、たいて
いの場所には歩いて⾏きます。両親はかれを⾞椅⼦に乗せて近所を押して回れますが、抱えるだ
けのこともあります。シアンは、平坦なところでは⾃分でも少しこげます。 

シアンは、⽀えなしでも短い時間ならまっすぐに座れます。10 分も経つと体幹が崩れ始め、い
つもは左前⽅へ倒れます。このため⾻盤の右側が持ち上がり、より体重が左座⾻へかかります。
背中のカーブは年齢相応です。シアンの⺟親は、かれに他の⼦どもと外で遊べるようになり、⾃
分で⾞椅⼦をこぐようになってほしいと願っています。 

• シアンへの事前評価の結果（下掲）を読みなさい。 
• どの姿勢⽀持具を備えると、シアンは⾞椅⼦へ、いちばんまっすぐに座れるでしょう？受講者⽤
参考書の、姿勢⽀持具⼀覧表および姿勢⽀持具参照表を参考に⽤いなさい。 

• どうやったら、現在持っている⾞椅⼦を⽤いながら、シアンへそれらの⽀持具を供与するかつく
れるでしょうか？⾞椅⼦の座⾯、クッション、背もたれへ加えられる変化を考えなさい。 

• 働きかける流れに留意しなさい：⾻盤＋股関節➡体幹 
• 与えられた⾞椅⼦および材料を⽤い、グループの他のメンバーへシアンが必要とする⽀えをどう

やって設けるか⽰しなさい。 
 
⽀えなしの座位姿勢 ⾻盤と股関節の姿勢チェック 

 

⾻盤が⽔平かどうか、および臥位姿勢での股関節の
屈曲可動域を調べる： 

⾻盤が⽔平になるか？ はい✔ いいえ□ 

股関節がニュートラルな座位姿勢まで屈曲するか？ 

右股関節 はい□ いいえ✔ ⾓度：80度 
左股関節 はい□ いいえ✔ ⾓度：80度 

⾻盤が⽔平にならないか、股関節がニュートラルな座位
姿勢まで屈曲しなければ⼀時的⽀持部で形を合わせる。 
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受講者⽤ワークブック 

ハンド・シミュレーション：ニュートラルな姿勢で/快適な限りでニュートラルな姿
勢にできるだけ近づけて座るために、必要な⽀え 

各⾝体部位が、⼿の⽀えでニュートラルな座位姿勢になれば「はい」、ならなければ「いいえ」に印。 

部位 はい いいえ ⼿の⽀えで、⾞椅⼦ユーザーがとれた最終的な座位姿勢を記述するか
線画で描き、なおかつ、その座位姿勢がとれるように設けた⽀えを記
述するか線画で描く。 ⾻盤 □ □ 

体幹 □ □  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

頭 □ □ 

左股関節 □ □ 

右股関節 □ □ 

⼤腿 □ □ 

左膝 □ □ 

右膝 □ □ 

左⾜⾸ □ □ 

右⾜⾸ □ □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

シアンは、ニュートラルな座位姿勢で座れるが、左右の股関
節が屈曲している（体幹〜⼤腿の⾓度が約 80度）。 

まっすぐに座るために、シアンに必要なことは： 

• 左右の⼤腿の下の、ウレタンフォーム製ウェッジによる⼀
時的⽀持。 

• 左右の⼿で⾻盤の両側をしっかりと保持し、同時に⾻盤背
⾯を軽く⽀える。 

• 左右の⼿で体幹の両側をしっかりと保持する。左側を右側
よりわずかに⾼いところで⽀える必要があった。 

• 肩甲⾻周りおよび胸郭前⾯の軽い⽀え。 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

中級⾞椅⼦処⽅（選択）フォーム 

1. ⾞椅⼦ユーザーに関する情報 
⾞椅⼦ユーザー名：  番号：  
事前評価⽇：  フィッティング⽇：  
事前評価担当者名：  

2. ⾞椅⼦の種類、サイズ、セットアップ 
⾞椅⼦の種類（⼿に⼊る⾞椅⼦を下に列記） ⾞椅⼦の⼨法（mm） 
 □ 座幅  
 □ 座⾯奥⾏き  
 □ 背もたれ⾼  
 □ ⾜台〜座⾯⾼  
⾞椅⼦のセットアップ  
駆動輪位置  その他： 
ティルト  

3. クッションの種類・サイズ 
クッションの種類  サイズ 
例：除圧クッション □  
 □  

4. 必要な姿勢⽀持具・改造 
姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

座
⾯/

ク
$
シ
&
ン 

ソリッド座⾯ □ 

 
 

座⾻前⽅（アンカー）サポート 
（＝3 引く 12 ） 

□ 

座⾯前⽅を下げる 左□ 右□ 
座⾯前⽅のかさ上げ □ 
⾻盤前傾⽤ウェッジ（くさび） □ 
⾻盤下の積み増し 左□ 右□ 
⾻盤側⽅パッド（= 2 ） 左□ 右□ 
⼤腿外側パッド 左□ 右□ 
⼤腿内側ウェッジ（= 10 ） □ 
膝分離パッド（= 10 ） □ 
その他 □ 
その他 □ 
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受講者⽤ワークブック 

姿勢⽀持具確認表 説明/絵および⼨法を記⼊ 

座
⾯
＆ 

背
も
た
れ 

座⾯〜背もたれ⾓度を開ける □ 

 

座⾯＆背もたれティルト 
（ティルトインスペース） 

□ 

背
も
た
れ 

ソリッド背もたれ □ 
⾻盤後⽅パッド（= 9 ） □ 
背もたれの形状調整 □ 
張り調整背もたれ □ 
背もたれのリクライニング □ 
体幹側⽅パッド（= 7 ） 左□ 右□ 
体幹側⽅ウェッジ（= 7 ） 左□ 右□ 
その他 □ 

テ
.
ブ
ル/  
 

 

ひ
じ
掛
け 

テーブル □ 
ひじ掛けを改造 左□ 右□ 
その他 □ 

頭
の
⽀
え 

平⾯ヘッドレスト（= 11 ） □ 
成形ヘッドレスト（= 11 ） □ 
その他： □ 

下
腿
・ 

⾜
の
⽀
え 

⾜台の積み増し 左□ 右□ 

⾜台ウェッジ 左□ 右□ 

下腿サポート 左□ 右□ 

その他： □ 

ベ
ル
ト 

⾻盤ベルト □ 
下腿ベルト □ 
⾜ベルト 左□ 右□ 

肩ハーネス □ 
その他： □ 

5. 合意署名 

⾞椅⼦ユーザー：  事前評価者：  

⾞椅⼦サービス 

事業管理者： 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

B.11: 姿勢⽀持具の処⽅（選択）−頭・⼤腿・下腿を⽀える 

下の設問を読んで回答しなさい。 

 

ジョナーが事前評価に来ました。ハンド・シミュレーション
で、ジョナーの両脚は外側へ落ち（外転し）がちですが、軽く
⽀えれば両脚をニュートラルな座位姿勢へ（膝を揃えて）置け
ることが分かりました。 

• ⾞椅⼦およびクッションにどんな変更を加えれば、両脚を
ニュートラルな座位姿勢にして座れると思いますか？ 

 
 
 
 

 

サムは、この⾞椅⼦を使って２年になります。かれは頭に傷が
あり、両脚はたいへん固く閉じています。事前評価で、サムの
両脚は内側へ閉じ合っているものの、膝どうしを離せば、より
ニュートラルな座位姿勢を取れることが分かりました。しか
し、これにはかなり⼒が必要です。両膝をよりニュートラルな
座位姿勢にすると、サムはバランスが良くなったと感じます。 

• ⾞椅⼦およびクッションにどんな変更を加えれば、両脚を
ニュートラルな座位姿勢にして座れると思いますか？ 

 
 
 

 

エリジャは、かれの⾞椅⼦が折りたため、⾞に載せて職場と往
復できることに満⾜しています。しかし、背中に炎症があり、
両脚が互いに内旋しています。事前評価で、エリジャはニュー
トラルな座位姿勢で座れ、軽く⽀えれば両脚はニュートラル
な座位姿勢を取れることが分かりました。 

• ⾞椅⼦およびクッションにどんな変更を加えれば、両脚を
ニュートラルな座位姿勢にして座れると思いますか？ 
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受講者⽤ワークブック 

実習 2: 製品（⾞椅⼦）の下準備−タスク確認表 

• 下表を活⽤して、⾞椅⼦および姿勢⽀持具を計画し、下準備しなさい。 
o 各タスクを（できれば完了すべき順に）列記しなさい。 
o だれがそのタスクに責任を持つか決めなさい。 
o 各タスクへ、完了するごとに印を付けなさい。 

各タスクを列記 責任者 完了したら 
印を付ける 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 
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中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

実習 2: 製品（⾞椅⼦）の下準備−中級⾞椅⼦の安全・準備完了確認表 

中級⾞椅⼦の安全・準備完了確認表を⽤い、⾞椅⼦が安全で、⾞椅⼦ユーザーが試せるよう準備で
きていることを確認しなさい。 

姿勢⽀持具を含む⾞椅⼦全体1 

鋭い⾓がない □ 

部品に破損や傷がない □ 
⾞椅⼦がまっすぐ⾛る □ 

前⽅キャスター輪 

⾃由に回転する □ 
キャスターフォークに接触しないで回転する □ 

ボルトが固く締まっている □ 
前⽅キャスター受け具 

キャスターが⾃由に旋回する □ 
駆動輪 

⾃由に回転する □ 
⾞軸ボルトが固く締まっている □ 

タイヤへ適切に空気が⼊っている（親指の圧⼒で、凹みが 5 mm未満） □ 
ハンドリムがしっかり取り付けられている □ 

ブレーキ 

適切に働く □ 

⾜台 

⾜台がしっかり取り付けられている □ 
フレーム 

クロス型折りたたみ式⾞椅⼦の場合：容易に折りたためて開ける □ 
背もたれ前倒し式⾞椅⼦の場合：背もたれを容易に折りたためて開ける □ 

クッション 

クッションがカバーに正しく収まっている □ 

クッションが⾞椅⼦に正しく載っている □ 
クッションカバーはぴったり合っているが、きつ過ぎない □ 

⾞椅⼦がソリッド座⾯を備えている場合：クッションがソリッド座⾯全体を覆っている □ 

 
1  [訳注] 指導書等のフォームでは「姿勢⽀持具が、よく緩衝材が施され、しっかり固定されている」の項⽬が加わる. 
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受講者⽤ワークブック 

B.14: ユーザー教習 

• 下の⾞椅⼦ユーザーの例話のうち⼀つを読みなさい。どれを読むかは、訓練員が指定します。 

• その⾞椅⼦ユーザーに、新しく⼿にした⾞椅⼦を活⽤し、⼿⼊れできるためには、どの技能が必
要か判断しなさい。次ページの中級⾞椅⼦ユーザー教習確認表を完成しなさい。 

• ［受講者グループ内で］⾞椅⼦ユーザー、⾞椅⼦サービス職員、⾞椅⼦ユーザーの家族/介護者
のいずれかの配役を選びなさい。⾞椅⼦サービス職員役の⼈は、他のグループメンバーへ、３種
以上の技能を実際に教えなさい。受講者⽤参考書の、この授業のコラム「⾞椅⼦ユーザー教習が
うまく⾏くコツ」の助⾔を活⽤しなさい。 

ジョシュア 

ジョシュアは 6 歳、脳性⿇痺を抱えています。制御できない運動の発作があります。処⽅（選
択）された⼦ども⽤⾞椅⼦には、姿勢⽀持部として⾻盤ベルト、⾻盤側⽅パッド、体幹側⽅パ
ッドなどが付いています。ジョシュアの⽪膚は薄く敏感なので、体幹側⽅パッドには、それで
褥瘡が起きないよう緩衝材を追加しています。 

ジョシュアの新しい⾞椅⼦にはティルト機能があり、時には⾞椅⼦を後ろに倒し、あるいはも
っと垂直に起こしたりできます。転倒防⽌装置も付いており、荒れた地⾯を越え、縁⽯を上が
り下りする時には解除できます。運搬のため、その⾞椅⼦の駆動輪は着脱式で、座⾯を⾞椅⼦
フレームから取り外せます。 

ジョシュアは毎朝幼稚園へ通っています。幼稚園が⼿配した送迎サービスがかれを乗せて⾏き
ます。その乗り物は⼩さなエンジン付き三輪⾞なので両親は⾞椅⼦が収まるか⼼配しています。 

ジョシュアが新しい⾞椅⼦のフィッティングに来ました。⺟親もいっしょです。 

 

サンギータ 

サンギータは 3 歳、⼆分脊椎を抱えています。移動が困難で、腰から下の感覚を失っており、
脊椎の下部に瘤起があります。両親によると、彼⼥は膀胱や腸の制御が困難で、しばしば尿路
感染が起きます。 

サンギータが、初めての⾞椅⼦フィッティングに⾞椅⼦サービス事業所へ来ました。その⾞椅
⼦にはクイックリリース⾞輪、⾻盤ベルト、⾻盤側⽅パッドが付いており、背もたれは脊椎の
瘤起周辺の圧⼒を避けるよう形状調整しています。彼⼥は除圧クッションも持っています。彼
⼥は両親と来ています。両親は、彼⼥が⾞椅⼦を持ったら下肢装具を使って歩こうとしなくな
るのでは、と⼼配しています。しかし彼⼥には、兄妹と外で遊べないことが不満なのです。 
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キム・ソム 

キム・ソムは 40 歳、15 年前に頭部を損傷しました。かれは、摂⾷に困難があるため、たいへ
ん痩せています。かれの脊椎は円背のまま固まっています。キム・ソムは⽴ち上がることがで
きず、完全に⺟親が頼りです。かれはしゃべれませんが、⺟親によると簡単な指⽰は分かるそ
うです。 

事前評価で、痩せており、⾃⼒で動けず、以前（床に臥せっていたため）褥瘡があったことか
ら、褥瘡発⽣の危険があると判定されました。 

かれは、最初の⾞椅⼦を⼿にしたばかりです。その⾞椅⼦は、キム・ソムがより快適に座れる
よう、除圧クッションと姿勢⽀持具を備えています。⺟親がかれの介護者で、⾞椅⼦フィッテ
ィングの⾯接へいっしょに来ています。 
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中級⾞椅⼦ユーザー教習確認表 

 教えるべき 
技能 

教えた 
技能 

⾞椅⼦の取り扱い 

⾞椅⼦の折りたたみ⽅および持ち上げ⽅ □ □ 

運搬のために外す必要がある、すべての姿勢⽀持具の脱着⽅法 □ □ 

クイックリリース⾞輪の扱い⽅ □ □ 

ブレーキの使い⽅ □ □ 

ティルトおよび転倒防⽌装置（使⽤する場合） □ □ 

⾞椅⼦ユーザーが⾞椅⼦へ座った時の、姿勢⽀持具の正しい位置 □ □ 

正しい置き⽅など、クッションの扱い⽅ □ □ 

移乗 

⾃⼒での移乗 □ □ 

介助による移乗 □ □ 

その他 □ □ 

⾞椅⼦の使⽤および移動 

正しいこぎ⽅（⾞椅⼦ユーザーが好む⽅法による） □ □ 

斜⾯の登り下り □ □ 

階段の昇り降り □ □ 

荒れ地 □ □ 

⼀時ウィリー □ □ 
どれくらい⻑時間、⾞椅⼦に座るか 
（付加的姿勢⽀持が必要な⼦どもおよび⼤⼈の場合） 

□ □ 

介助での押し⽅ □ □ 

褥瘡予防 

強い圧⼒がかかる部位の褥瘡を検査 □ □ 

除圧動作 □ □ 

よい⾷事をし、たくさん⽔を飲む □ □ 

褥瘡ができたらどうするか □ □ 
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 教えるべき 
技能 

教えた 
技能 

家庭での⾞椅⼦の⼿⼊れ 

⾞椅⼦の掃除；クッションとクッションカバーを洗って乾かす □ □ 

可動部への注油 □ □ 

タイヤへの空気⼊れ □ □ 

ボルトとナットを締める □ □ 

スポークを張る □ □ 

張り地を調べる □ □ 

サビを調べる □ □ 

クッションを調べる □ □ 

問題が起きたらどうするか 

⾞椅⼦に修理が必要になったら □ □ 

⾞椅⼦がフィットしない、あるいは快適でない場合 □ □ 
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B.15: 総まとめ 

• あなたのグループが担当した⾞椅⼦ユーザー、およびそこで学んだことに関する、受講者全体へ
の 10 分間の発表を準備しなさい。 

発表には、以下の項⽬を盛り込みなさい： 

1. 事前評価で得た情報 
• ⾞椅⼦ユーザーのゴール（なぜその⼈は⾞椅⼦を求めているのか） 
• ⾝体的ニーズ 
• ⽣活様式によるニーズ 
• すでに⾞椅⼦を持っているかどうか、また、その⾞椅⼦がニーズを満たしているかどうか 
• 褥瘡の有無・危険・既往歴 
• ⾞椅⼦のこぎ⽅ 
• ⽀えなしの座位姿勢 
• ⾻盤と股関節の姿勢チェックの結果 
• ハンド・シミュレーションの結果 

2. 処⽅（選択）した⾞椅⼦およびクッション 
• ⾞椅⼦の種類 
• クッションの種類 
• 処⽅したすべての姿勢⽀持具 

3. フィッティング 
• フィッティングで⾒出した、解決すべき問題：あれば、どうやって解決したか？ 

4. ユーザー教習 
• ⾞椅⼦ユーザーとグループで、ユーザー教習で押さえる必要があると判断したことは何か？ 

5. ⾞椅⼦ユーザーからのフィードバック 
• ⾞椅⼦を受け取った後に、⾞椅⼦ユーザーから何かコメント/フィードバックがあったか？ 

6. フォローアップ計画 
• フォローアップのためにどんな段取りをしたか？ 
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B.16: メンテナンス・修理・フォローアップ 

• それぞれの⾞椅⼦ユーザーの例話を読みなさい。 
• 各⾞椅⼦ユーザーについての⾞椅⼦フォローアップフォームを完成しなさい。 
• さらにやるべきことを話し合い、記録しなさい。 

トゥーシタ 
トゥーシタは７歳、かれの両親・姉と家で暮らしています。筋ジストロフィーを抱え、１年前に
⾞椅⼦サービス事業を通じて⾞椅⼦を⼿に⼊れました。その頃は、短い距離なら歩けました。⽴
ち上がっての移乗で、⾃⼒で⾞椅⼦を乗り降りできました。「学校へ⾏くのが⼤変だから、⾞椅
⼦が欲しかった」と語っていました。 
フォローアップ訪問で、トゥーシタは「いまでは⾃分で⾞椅⼦を乗り降りするのが難しくなって
いる」と告げました。学校では、午後にはくたびれ、不快になってしまいます。そのため集中⼒
が持ちません。かれの⾞椅⼦は適切なサイズで、⾼さが中程度のスリング背もたれと簡素な除圧
クッションが付いています。 
トゥーシタに⾞椅⼦への満⾜度を採点してもらったところ、5点満点で 4点でした。 

 
ミレラ 
ミレラは 23 歳、ポリオを抱えています。蜂蜜をつくり、地元の市場で売っています。2年前に、
前輪を取り付ければ 3 輪⾞になる⾞椅⼦を⼿に⼊れました。彼⼥には、⾞椅⼦へ姿勢⽀持具の
追加が必要でした。処⽅（選択）されたのは、改造した多層構造ウレタンフォームクッションで
した。⾻盤後⽅パッドを⾞椅⼦の背もたれに取り付けました。 
フォローアップ訪問でミレラは「⾞椅⼦と 3輪⾞で、毎⽇市場へ往復している」と⾔います。 
彼⼥は、さいきん⾞輪のパンク修理を 2 回もやらなければならなかったと報せました。⾞椅⼦
を調べて、⾞椅⼦サービス職員はタイヤがかなり擦り減っているのに気づきました。また⾻盤後
⽅パッドが座⾯までずり落ち、クッションはとても扁平でした。 
ミレラに⾞椅⼦への満⾜度を採点してもらったところ、5点満点で 3点でした。 

 
ウルスラ 
ウルスラは 6 歳、脳性⿇痺を抱えています。教会の合唱隊で、姉といっしょに歌うのが好きで
す。姿勢⽀持具の付いた⾞椅⼦を、8か⽉前に⼿に⼊れました。 
彼⼥は胸部感染を患っていたため、初回のフォローアップ⾯接には来られませんでした。両親は
「近ごろは⾞椅⼦に乗っても満⾜そうでなく、1 時間もすると降りたいと訴える」と⾔います。
両親は彼⼥の⽚⽅の体幹側⽅パッドのそばの肋⾻の上に⿊い瘢痕を⾒つけ、それが問題なので
は、と⼼配しています。 
⾞椅⼦サービス職員は⼈⽬に触れない場所を探し、ウルスラと両親に、⽪膚を調べる許可を求め
ました。⾞椅⼦サービス職員は⿊斑を確認しました。また⾞椅⼦を観察し、体幹側⽅パッドのウ
レタンフォーム緩衝材が圧し潰されているのに気づきました。 
ウルスラの⾞椅⼦への満⾜度について、両親の採点は 5点満点で 4点でした。 
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⾞椅⼦フォローアップフォーム 

1. ⾞椅⼦ユーザーの情報 
⾞椅⼦ユーザー名：               番号：                
フィッティング⽇：                  フォローアップ⽇：          
フォローアップ実施者名：                                 
フォローアップ実施場所： ⾞椅⼦ユーザーの家 □ ⾞椅⼦サービスセンター □ 

その他：                             

2. インタビュー             さらにやるべきことを記録 
⾞椅⼦を、思う存分使えていますか？ はい□ いいえ□  
「いいえ」の場合：なぜですか？ 
⾞椅⼦を使ううえで、何か問題はありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：それは何ですか？ 
⾞椅⼦を使ううえで、何か疑問はありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：どんな疑問ですか？さらに教習が必要ですか？ 
褥瘡がありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：詳細（部位および程度） 
⾞椅⼦への満⾜度を５段階で評価してください 
（１＝満⾜していない、５＝⾮常に満⾜） 

評価：  

コメント： 

3. ⾞椅⼦およびクッションの確認 
⾞椅⼦は正常に働き、安全に使えていますか？ はい□ いいえ□  
クッションは正常に働き、安全に使えていますか？ はい□ いいえ□ 
⼀つでも「いいえ」の場合、何が問題なのでしょうか？ 

4. フィッティングの確認 
⾞椅⼦は、うまくフィットしていますか？ はい□ いいえ□  
「いいえ」の場合：何が問題なのでしょうか？ 
圧⼒検査の評価（１＝安全、２＝注意、３＝危険） 
（褥瘡発⽣の危険があるユーザーについて） 

左：   
右：   

静⽌している時・動いている時・⼀⽇じゅう、ユー
ザーは⼼地よくまっすぐに座っていますか？ 

はい□ いいえ□  

「いいえ」の場合：何が問題なのでしょうか？ 
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⾞椅⼦フォローアップフォーム 

1. ⾞椅⼦ユーザーの情報 
⾞椅⼦ユーザー名：               番号：                
フィッティング⽇：                  フォローアップ⽇：          
フォローアップ実施者名：                                 
フォローアップ実施場所： ⾞椅⼦ユーザーの家 □ ⾞椅⼦サービスセンター □ 

その他：                             

2. インタビュー             さらにやるべきことを記録 
⾞椅⼦を、思う存分使えていますか？ はい□ いいえ□  
「いいえ」の場合：なぜですか？ 
⾞椅⼦を使ううえで、何か問題はありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：それは何ですか？ 
⾞椅⼦を使ううえで、何か疑問はありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：どんな疑問ですか？さらに教習が必要ですか？ 
褥瘡がありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：詳細（部位および程度） 
⾞椅⼦への満⾜度を５段階で評価してください 
（１＝満⾜していない、５＝⾮常に満⾜） 

評価：  

コメント： 

3. ⾞椅⼦およびクッションの確認 
⾞椅⼦は正常に働き、安全に使えていますか？ はい□ いいえ□  
クッションは正常に働き、安全に使えていますか？ はい□ いいえ□ 
⼀つでも「いいえ」の場合、何が問題なのでしょうか？ 

4. フィッティングの確認 
⾞椅⼦は、うまくフィットしていますか？ はい□ いいえ□  
「いいえ」の場合：何が問題なのでしょうか？ 
圧⼒検査の評価（１＝安全、２＝注意、３＝危険） 
（褥瘡発⽣の危険があるユーザーについて） 

左：   
右：   

静⽌している時・動いている時・⼀⽇じゅう、ユー
ザーは⼼地よくまっすぐに座っていますか？ 

はい□ いいえ□  

「いいえ」の場合：何が問題なのでしょうか？ 
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⾞椅⼦フォローアップフォーム 

1. ⾞椅⼦ユーザーの情報 
⾞椅⼦ユーザー名：               番号：                
フィッティング⽇：                  フォローアップ⽇：          
フォローアップ実施者名：                                 
フォローアップ実施場所： ⾞椅⼦ユーザーの家 □ ⾞椅⼦サービスセンター □ 

その他：                             

2. インタビュー             さらにやるべきことを記録 
⾞椅⼦を、思う存分使えていますか？ はい□ いいえ□  
「いいえ」の場合：なぜですか？ 
⾞椅⼦を使ううえで、何か問題はありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：それは何ですか？ 
⾞椅⼦を使ううえで、何か疑問はありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：どんな疑問ですか？さらに教習が必要ですか？ 
褥瘡がありますか？ はい□ いいえ□  
「はい」の場合：詳細（部位および程度） 
⾞椅⼦への満⾜度を５段階で評価してください 
（１＝満⾜していない、５＝⾮常に満⾜） 

評価：  

コメント： 

3. ⾞椅⼦およびクッションの確認 
⾞椅⼦は正常に働き、安全に使えていますか？ はい□ いいえ□  
クッションは正常に働き、安全に使えていますか？ はい□ いいえ□ 
⼀つでも「いいえ」の場合、何が問題なのでしょうか？ 

4. フィッティングの確認 
⾞椅⼦は、うまくフィットしていますか？ はい□ いいえ□  
「いいえ」の場合：何が問題なのでしょうか？ 
圧⼒検査の評価（１＝安全、２＝注意、３＝危険） 
（褥瘡発⽣の危険があるユーザーについて） 

左：   
右：   

静⽌している時・動いている時・⼀⽇じゅう、ユー
ザーは⼼地よくまっすぐに座っていますか？ 

はい□ いいえ□  

「いいえ」の場合：何が問題なのでしょうか？ 
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実習 4: 事前評価・処⽅（選択）・製品（⾞椅⼦）の下準備・フィッティング・
ユーザー教習 

製品（⾞椅⼦）の下準備−タスク確認表 

• 下表を活⽤して、⾞椅⼦および姿勢⽀持具を計画し、下準備しなさい。 
o 各タスクを（できれば完了すべき順に）列記しなさい。 
o だれがそのタスクに責任を持つか決めなさい。 
o 各タスクへ、完了するごとに印を付けなさい。 

各タスクを列記 責任者 完了したら 
印を付ける 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 

  □ 
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実習 4: 事前評価・処⽅（選択）・製品（⾞椅⼦）の下準備・フィッティング・
ユーザー教習 

• 中級⾞椅⼦の安全・準備完了確認表を⽤い、⾞椅⼦が安全で、⾞椅⼦ユーザーが試せるよう準備
できていることを確認しなさい。 

中級⾞椅⼦の安全・準備完了確認表 

姿勢⽀持具を含む⾞椅⼦全体2 
鋭い⾓がない □ 
部品に破損や傷がない □ 
⾞椅⼦がまっすぐ⾛る □ 
前⽅キャスター輪 
⾃由に回転する □ 
キャスターフォークに接触しないで回転する □ 
ボルトが固く締まっている □ 
前⽅キャスター受け具 
キャスターが⾃由に旋回する □ 
駆動輪 
⾃由に回転する □ 
⾞軸ボルトが固く締まっている □ 
タイヤへ適切に空気が⼊っている（親指の圧⼒で、凹みが 5 mm未満） □ 
ハンドリムがしっかり取り付けられている □ 
ブレーキ 
適切に働く □ 
⾜台 
⾜台がしっかり取り付けられている □ 
フレーム 
クロス型折りたたみ式⾞椅⼦の場合：容易に折りたためて開ける □ 
背もたれ前倒し式⾞椅⼦の場合：背もたれを容易に折りたためて開ける □ 
クッション 
クッションがカバーに正しく収まっている □ 
クッションが⾞椅⼦に正しく載っている □ 
クッションカバーはぴったり合っているが、きつ過ぎない □ 
⾞椅⼦がソリッド座⾯を備えている場合：クッションがソリッド座⾯全体を覆っている □ 

 
2  [訳注] 指導書等のフォームでは「姿勢⽀持具が、よく緩衝材が施され、しっかり固定されている」の項⽬が加わる. 



 

 

訳注： 
• 本書は Wheelchair Service Training Package: Participantʼs Workbook: Intermediate Level, WHO, 2013. 
の全訳である。底本には英語版（https://www.who.int/publications/i/item/9789241505765）を⽤いた。 

• 本書の翻訳出版は、⼀般社団法⼈⽇本⾞椅⼦シーティング協会の、資料作成事業の⼀環である。 
• 本書は、WHOより⾮営利（販売は費⽤回収⽬的でのみ可）での翻訳出版許可を取得している。 
• ⽇本語版翻訳に関する著作権および⽂責は、すべて⼀般社団法⼈⽇本⾞椅⼦シーティング協会に帰属する。 
• 翻訳および編集作業は、同協会国際委員会・アジア姿勢保持プロジェクト（ASAP）で⾏なった。 
• 本書を転載する際は⽇本⾞椅⼦シーティング協会までご連絡（連絡先は⾒返しを参照）頂きたい。 
• 英語原⽂と⽇本語訳⽂の間に内容の齟齬がある場合は原則として英語版を正とするが、誤記、団体の名称・
住所・URLで変更されているものなどは、WHOに確認のうえ訳者で⼀部修正している。 

• 本⽂中、原⽂にない訳者による補⾜は［ ］に⼊れて⽰している。 
• 原⽂の主な⽤語と本書での訳語は、原則として下表の通り対照させている。なるべく原著に忠実に、かつ
既存の⽤語との紛らわしさを避け、簡明さを失わないよう努めた。本書出版時点の国際標準化機構（ISO 
7176-26:2007）、⽇本⼯業規格（JIS T9201:2016）との異同などは、下表および別冊の受講者⽤参考書の
脚注で⽰している。  

英語⽤語 ⽇本語訳語 
additional postural 
support 

付加姿勢⽀持［基本的な⾞椅⼦にもともと備わっている以上の、改造や増設によ
って付加された姿勢⽀持（⼒）。本書p.7も参照］ 

armrest ひじ掛け［ISO7176-26:2007: arm support, JIS T9201:2016: アームサポート］ 
assessment 事前評価［事後評価を含むevaluationと区別するため］ 
backrest 背もたれ［ISO7176-26: 2007: back support, JIS T9201: 2016: バックサポート］ 
calf 下腿、［特にその部位を指す場合］ふくらはぎ 
community-based 地域に根ざした 
footrest ⾜台［ISO7176-26:2007: foot support, JIS T9201: 2016: フットサポート］ 
neutral sitting posture ニュートラルな座位姿勢 
personal mobility ［主に⾏為を指して］個⼈的移動、［主に機能を指して］個⼈的移動性 
postural support 姿勢⽀持 
product preparation 製品の下準備 
referral 紹介・相談 
seat 座⾯［ISO7176-26:2007: seat, JIS T9201: 2016: シート］ 
seating 座位保持 
service delivery サービス提供 
sitting upright まっすぐに座る［本書での意味はpp.を参照］ 
training 教習、［条約などで定訳がある場合］研修 
upholstery 張り布 
user ［指⽰内容が明⽩な場合］⾞椅⼦ユーザー、ユーザー 
wheelchair provision ⾞椅⼦供与 
wheelchair services ［⾏為］⾞椅⼦サービス、［事業・事業組織］⾞椅⼦サービス事業、 

［施設・所在地］⾞椅⼦サービス事業所 

  



 

 

  



 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

中級⾞椅⼦サービス教習パッケージ 

受講者⽤ワークブック 
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＊⽇本語版翻訳・発⾏︓ 

⼀般社団法⼈ 
⽇本⾞椅⼦シーティング協会（JAWS） 

⽇本⾞椅⼦シーティング協会国際委員会・ 
アジア姿勢保持プロジェクト（ASAP） 

＊本書の⽇本語版作成に当たり、公益財団法⼈ ⽇本社会福祉弘済会より研究助成を頂きました。 

 

 


